




はじめに

　自治会町内会長をはじめ役員・会員の皆様には、日頃より区政の推進につきま

して、ご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

　さて、このたび、自治会の皆様からたくさんのご要望をいただいておりました、

「鶴見区自治会町内会活動の手引き」の改訂版を作成いたしました。

　皆様のご意見等を参考に、

　 ・自治会町内会の運営に関する主な事柄

　 ・様々な機関・団体が自治会町内会と連携・協力して実施している主な項目等

を、できるだけ多く、そして新しく役員に就かれた方々にとっても、わかりやす

くコンパクトにする、という点に配慮し、作成いたしました。

　ご活用いただければ幸いです。
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1　横浜市における自治会町内会の沿革

　横浜市における自治会町内会の起源は、市制が施行された翌年の明治23年（1890年）に

作られた「衛生組合」に、もとめられるといわれています。

　大正期になると「青年会」や「町内会」などが任意団体として市内各地に生まれ、自治

活動を行うようになってきました。市はこのような動きに対して「衛生組合」の存続を図

ると共に、自然発生的な「町内会」の側面的な支援も行ってきました。

　昭和期に入ると内務省は「部落会町内会等整備要綱」を訓令し、「町内会」を上意下達

の行政組織として全国的に整備し、「町内会」の下に10戸前後の「隣組」を作らせました。

　終戦後、占領軍の民主政策に基づいて「町内会」は解体しましたが、講和条約の締結と

ともに法的規制もなくなり、自治会町内会組織の再結成の機運が高まってまいりました。

　これに応えて、昭和31年（1956年）に市は地域社会における新しい市民組織として「町

内会」組織を育成する方針を打ち出しました。そして、「町内会」組織を通じて「広報よ

こはま」の全戸配布が行われるようになりました。

　この頃から、新しく開発された地域では、従来とは違った形の自治会町内会（団地管理

組合の性格をもった自治会町内会など）が続々と結成され、同時にこれら組織間の連絡調

整ならびに広域的事業の推進を図るため、地区連合会が結成されるようになりました。

　高度経済成長期の昭和36年（1961年）には、行政区ごとに地区連合会長連絡会、市連合

町内会長連絡会（昭和50年 6 月12日、横浜市町内会連合会に改称）が結成されました。

　また、最近では、住民の意識や地域における課題の多様化などにより、行政と住民との

相互信頼に基づく、「協働」によるまちづくりが進められており、それによって自治会町

内会の活動もさまざまなものとなってきています。
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2　自治会町内会とは
自治会町内会は、地域住民相互の連帯感を育て、地域の福祉・環境・防犯・防災等、様々
な課題に取り組みながらまちづくりを進めていく自主的な団体です。
自治会町内会は、おおむね次の項目に該当し、民主的に運営されている団体をさすもの
と考えられています。

【自治会町内会とは】
●町・丁目・字等の全部または一部を単位として一定の区域を有する団体
●組織区内に居住し、会の趣旨に賛同する住民を会員として、自主的に運営されている団体
●組織住民の福祉増進を主たる目的として事業を行っている団体
� 「住民組織の現状と活動（横浜市市民局発行）」より

3　自治会町内会の設立
自治会町内会の設立手順は、一般的には次のとおりです。
　①　発起人会（設立準備会）を設ける。
　②　会の区域を決める。
　③　会の目的・組織・活動について住民の意見・要望を聞き、集約する。
　④　会の規約案を作成する。
　⑤　設立趣意書を作成し、加入申込書とともに住民に配布する。
　⑥　加入申込書を受け付ける。
　⑦　会の区域を班（または組）に分割し、各班（組）ごとに名簿を作成する。
　⑧　設立総会の開催準備をする。
　　ア　会議の次第と全体の進行役を決める。
　　イ　�議長の選出方法、役員の選出方法、会費の額、議案の説明、議決の方法等、会

議運営の細部を打ち合わせる
　　ウ　事業計画案と予算案を作成する。
　　エ　議案書（会議資料）を作成する。
　　オ　加入申込者に総会の開催を通知する。
　⑨　�総会で了承後、区役所地域振興課に「自治会町内会設立届」（様式は区役所地域

振興係にお問い合わせください）を提出する。
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4　自治会町内会の組織
自治会町内会の組織や名称や構成は、それぞれの自治会町内会の規模や設立目的、地域
の環境、歴史などによって異なりますが、一般的な例をあげると、【図 1】のようになっ
ています。
各自治会町内会は、10世帯から15世帯ほどを単位として班（または組）を設けており、
班（または組）長を中心にチラシの回覧や会費の集金などを行います。
また、自治会町内会によっては、各事業を分担する専門部の代表者により役員会を構成
し、団体の方針決定や事業活動の中心としての役割を果たしています。

【図 1】自治会町内会の内部組織（例）
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5　横浜市における自治会町内会組織の構成
自治会町内会は地域住民の大多数が参加してさまざまな地域活動を行う代表的な住民組
織です。そして、今日の地域活動はあらゆる分野において広域的な取り組みが不可欠とな
っており、連合組織での協力が必要になっています。
横浜市では単位自治会町内会の連合体として各地域に地区連合会が組織され、各地区連
合会の連合体として、各区に区自治連合会を組織しています。また、各区連合町内会の連
合体として横浜市町内会連合会が組織されています。【図 2】

【図 2】自治会町内会組織の構成

6　自治会町内会の運営
（ 1）規約

　規約とは自治会町内会の組織や活動のあり方を定めるものです。自治会町内会の適
正な運営に欠かすことの出来ないものですので、会員の意見を十分聞き、地域の実情
に合った規約を作成しましょう。
＊規約例（67ページ）
　なお、地方自治法第260条の 2により法人格が付与される自治会町内会は法に定め
られた項目を規約に盛り込む必要があります。
（「地縁による団体」の認可制度（18ページ）参照）

（ 2）会議の運営
　自治会町内会の運営において、会議は意思決定と同時にその地域の課題や情報を共
有する上で大切なものです。会議の種類、名称等は各自治会町内会でさまざまですが、
例示するとおおむね次のとおりです。

18区自治連合会で構成

各地区連合会で構成

おおむね小学校区を単位に地区内の自治会町内会で構成

10世帯から15世帯程度を単位として構成

横浜市町内会連合会

各区自治連合会

地区連合会

班（組）
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ア　定期総会
　年度のはじめに、原則として全会員が参加し、事業報告、決算報告、事業計画案、
予算案やその他に役員の選任、規約改正等の自治会町内会の重要な事項について決
定します。

イ　臨時総会
　定期総会以外の時期に自治会町内会の重要な事項で急を要する案件を審議するた
めに開催します。

ウ　役員会
　役員、各専門部長等が出席します。総会で審議する案件の原案の作成などを行い
ます。また、具体的な事業の実施等も行います。

エ　その他
　定例会、班長会、会館運営委員会等各自治会町内会は、その必要性に応じて会議
を設けています。

　また、意思決定の結果、経緯やさまざまな情報を共有する上で、その都度の会議録
の作成をおすすめします。
※会議録例（72ページ）

（ 3）予算・決算
ア　予算の組み方
　予算を組むにあたっては前年度の予算及び決算（見込み）をもとに、会員数の増
減や事業計画の拡大・縮小に配慮して作成してください。
　なお、会館建設の積立金等は特別会計をつくり処理するとよいでしょう。

イ　決算
　決算とは、予算をどのように執行したかなどの 1年間の収支を明らかにしたもの
です。
　なお関係者への公表等を考慮し、支出を証明する領収書等の資料を必ず添付・保
管するようにします。

ウ　会計監査
　監査を担当する人（「監事」「監査役」等）が、総会開催の前に、予算の執行状況
が適正に行われているかを出納簿、預金通帳等の突合等により、調べます。
　その場合、会長、副会長、会計等の役員も立ち会い、必要に応じて質疑等を行い
ます。
　結果については、総会時に報告します。
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（ 4）役員の選出
ア　役員候補者の選出の方法としておおむね次の方法があります。
・選出委員会のような別組織を設けて指名する。
・役員会で互選する。
・選挙により選出する。

イ　次に、役員候補者の選出の結果を総会等で承認し、役員の決定となります。
　なお、役員選出の一連の手続きについてはあらかじめ規約に定めておくとよいで
しょう。

注）�会長が交代となった場合は「自治会町内会長変更届」（様式は区役所地域振興係
にお問い合わせください）を提出してください。

（ 5）自治会町内会会員の把握（自治会町内会名簿）
　自治会町内会の運営のためには、会員情報の把握は必要です。
　自治会町内会の役割と活動、会員相互の連絡や緊急時のために名簿が必要であるこ
とを理解してもらった上で、情報提供してもらいましょう。　
　作成する場合は、次のポイントに配慮して、会員の皆さんが安心できる名簿をつく
りましょう。
ア　名簿の内容の検討
　どんな利用目的で個人情報を取得するのか、また、その目的のためにどのような
個人情報が必要なのかをできる限り具体的に決めておきましょう。
※利用目的の例
　�「会議の招集にかかる連絡や会費の徴収などのほか、会の運営管理のため名簿を
作成し配付するために使用する」など、利用目的・利用内容を決めておきましょう。

イ　個人情報の管理・運用方法の検討
　個人情報を収集する前に管理・運用の方法を決めておきましょう。
　自治会町内会において、あらかじめ以下のような項目について、個人情報の管理
方法を決めておき、取得した個人情報を安全に管理しましょう。
①　個人情報を取り扱う人（個人情報を閲覧・利用できる人）
　　例：会長、副会長、各役員、監事、提供者本人　
②　個人情報の保管場所
　　例：会長宅、会館等に備えつけた鍵付書庫
③　必要なくなった情報の廃棄時期
　　例：�本人からの申出、または退会等を受理した日から○日以内に復元不可能な

状態にして廃棄する
　また、定めたルールは総会や会報などで会員に説明したり、回覧板を利用する
など、会員全員に周知しましょう。
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ウ　個人情報の収集の仕方　
　「ア　名簿の内容の検討」で決めておいた利用目的・利用内容に沿って、会員に
説明し、同意が得られる方から情報を提供してもらいましょう。
※注意点
・個人情報は本人から提供してもらいましょう。
・ �収集の際、個人情報の利用目的・利用内容を相手に伝えましょう。
　実際に個人情報を記入いただく用紙（入会届や名簿作成の依頼文など）に明記
しておけば大丈夫です。なお、第三者提供を行うことがあらかじめわかっている場
合は、そのことをお伝えしたうえで、任意で個人情報を提出してもらうのであれば、
それをもって第三者提供についての同意が得られたものと考えて大丈夫です。

エ　名簿の利用・管理
　名簿の情報は、情報を収集した際に伝えた利用目的の範囲内で活用しましょう。
利用目的以外にも情報を活用したい場合は、特別な場合を除き、改めて本人から同
意を得る必要があります。
　また、個人情報を第三者に提供する（名簿の会員への配布を含む）場合は、記録
を残し、原則 3年間保存することが必要です。
　一方、第三者から個人情報の提供を受ける際も、記録を残し原則 3年間保存する
ことが必要です。

オ　取扱い方法
　名簿は紛失しないよう適切に管理しましょう。利用・廃棄方法を名簿に記載して
おくのも良い方法と考えられます。また、会員に対しては、名簿を第三者に渡して
はいけないことを周知しておきましょう。
※名簿の管理方法の例
・漏えいや紛失を防ぐため、紙の名簿は鍵のかかる引き出し等で保管する
・パソコン上の名簿はパスワードを設定する。
・ �インターネットに接続されたパソコンで個人情報を取り扱うときは、ウイルス対
策ソフトを入れる。

カ　個人情報を収集した本人等にかかる対応
①�　本人からの「個人情報の開示や訂正等の請求」への対応
　　本人から個人情報の開示や訂正等の請求があったときは応じなければなりません。
②　苦情の申出への対応
　�　苦情の申出先をわかるようにするなど必要な体制を整備し、適切かつ迅速に対
応するよう努めます。
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（ 6）地区連合への加入
　自治会町内会は、地域住民の大多数が参加し、住民相互の親睦や環境・福祉・防犯・
防災等の活動を行っている団体ですが、今日の地域の問題や生活の課題は、広域的な
取組が不可欠となってきています。
　そのため、自治会町内会の連合体として各地区連合会が組織されています。
　なお、鶴見区では【図 4】のとおり17の地区連合会が組織され、これらの地区連合
会によって鶴見区自治連合会が組織される構成となっています。また、そのエリアは
10ページの鶴見区自治連合会区域図のとおりです。

ア　地区連合会の主な行事
　各地区連合会によってさまざまですが、各自治会町内会だけではできない事業を
実施しています。さらに各自治会町内会の運営にあたっての役員相互の情報交換・
意見交換の場となっている状況もあります。
（例）
　①規模の大きい広域的行事
　②災害を想定した防災訓練
　③運動会、レクリエーション行事、親睦行事
　④地区連合会規模のさまざまな組織への支援・協力・交流

イ　会費（負担金）の納入
　各地区連合会は、このような活動を進めるために各自治会からの会費（負担金）
と横浜市からの地域活動推進費等で運営されています。
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【図 4】鶴見区自治連合会・各地区連合会
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（ 7）鶴見区自治連合会
　区内の17地区連合会からなる組織です。
ア　主な活動
　毎回月 1回定例会を開催し（ 8月は除く）、区内の自治会町内会にかかわる共通
の課題について協議します。また、自治会町内会への加入促進事業、区民フェステ
ィバルなど主に区域規模の地域活動の支援、研修会等を実施しています。

イ　会費の納入
　活動を進めるために各自治会からの会費と横浜市からの地域活動推進費等で運営
しています。
＊会費として加入世帯あたり30円の納入をお願いしています（依頼時期：10月頃）。

ウ　事務局
　鶴見区自治連合会
　〒230-0051　鶴見区鶴見中央 3 -20- 1 　鶴見区役所地域振興課内
　☎510-1687　FAX510-1892

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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鶴見区自治連合会区域図
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自治会町内会への運営支援
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７　地域活動推進費と地域防犯灯維持管理費補助事業
　自治会・町内会の申請により補助金を配付します。

（ 1）地域活動推進費補助金
ア　補助金額

対象団体 補助率 補助限度額 補助対象経費
自治会
町内会 3分の 1 700円×加入世帯数 公益的活動に係る

事務費・事業費
（他の補助金を利用
している事業を除く）

地区連合
町内会

3分の 3 12万円（基礎的支援費）

（補助対象経費−基礎的支援費）×3分の 1 170円×加入世帯数＋ 5万円

〈補助対象経費例〉
　自治会町内会・地区連合町内会が実施する公益的活動（環境美化、防災・防犯、
社会教育、レクリエーション、福利厚生、文化活動、広報活動等）に係る経費、地域
に対して公益的な活動を行う他団体が実施する事業への協賛金・負担金、各種団体
への会費・分担金、研修費、人件費、会議費、会館維持管理費、事務費、委託費　等

〈補助対象外経費例〉
　他の補助金（「地域防犯灯維持管理費補助金」「町の防災組織活動費補助金」等）
を利用して実施している事業や活動の費用、入学・成人・敬老等の祝金、賀詞交換
会開催費・参加費、裁判費用、交際費、慶弔費、懇親会費、寄付金、募金、積立金、
予備費、次年度への繰越金　等

イ　加入世帯について（加入世帯数の把握）
・加入世帯数は、毎年 4月 1日を基準日とします。
・ �転出、転入などにより世帯数は日々変動するため、加入世帯数の把握は大変な作
業だと思いますが、補助金額を算出する基礎数字の一つとなっていますので、例
えば、毎年 3月末には班ごとの加入世帯数を再点検するなど、正確な把握をお願
いします。

【趣旨】
　自治会町内会が実施している様々な活動や、地域防犯灯の維持管理について助成す
る制度です。
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ウ　補助金交付から活動実績報告、余剰金の返還までの流れ

〈手続の流れ〉

①　交付申請
　�　交付申請書、事業計画書、収支予算書、規約を、区役所が指定する日まで（ 6
月末頃）に、区役所地域振興課に提出してください。

　※�前年度補助金の「活動実績報告」や「余剰金返還」の確認ができない場合は、
今年度の補助金交付を保留することとなりますので、ご留意ください。

　　（前年度活動実績報告書と今年度補助金交付申請書は同時に提出いただけます）
　※書類に不備があったときは、提出し直していただく場合があります。�
②　交付決定
　�　交付申請書及び添付書類を審査し、適正な場合は、区役所から交付決定通知書
を送付します。

③　交付請求
　�　交付決定通知書を受領されましたら、交付請求書、交付決定通知書の写し、口
座振替依頼書（鶴見区版）を区役所地域振興課に提出してください。書類を確認
し、指定の口座へ補助金を振り込みます。

④　活動実績報告
　�　年間の活動を終えられましたら、活動実績報告書、事業実績報告書、収支決算
書、補助対象経費に係る領収書の写し等を、区役所が指定する日まで（ 5月末
頃）に区役所地域振興課に提出してください。

⑤　補助金額確定通知及び余剰金返還
　�　活動実績報告書及び添付書類を審査し、適正な場合は、補助金額を確定し、区
役所から補助金額確定通知書を送付します。

　�　なお、補助金額を確定した結果、補助金に余剰金があると認められた場合は、
該当する団体に対して補助金返還請求書と納付書を送付しますので、期限内にお
支払いください。

今年4月～今年4月～

※1　前年度活動実績報告書と今年度補助金交付申請書
　　 は同時にご提出いただけます。
※2　今年度補助金の交付は、前年度補助金の活動報告
　　 や余剰金返還の確認後になります。

※1　前年度活動実績報告書と今年度補助金交付申請書
　　 は同時にご提出いただけます。
※2　今年度補助金の交付は、前年度補助金の活動報告
　　 や余剰金返還の確認後になります。

※1　前年度活動実績報告書と今年度補助金交付申請書
　　 は同時にご提出いただけます。
※2　今年度補助金の交付は、前年度補助金の活動報告
　　 や余剰金返還の確認後になります。

今年4月～今年4月～ 5月～8月頃5月～8月頃 6月～9月頃 翌年4月～翌年4月～

前年度に交付を
受けた補助金
前年度に交付を
受けた補助金

今年度に交付を
受ける補助金
今年度に交付を
受ける補助金

活
動
報
告

確
定
通
知

余
剰
金
返
還

交
付
申
請

（※1）

（※1） （※2）
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エ　その他
・ �補助金の交付を受けて実施した活動に関する書類（会計帳簿や領収証など）は、
区役所から提示を求める場合などがありますので、年度ごとに整理して 5年間大
切に保管してください（補助金要綱で義務付けられています）。
・ �区役所に提出された書類は、市民の方から情報公開請求があった場合、個人情報
等の非開示となる部分を除いて公開することとなります。

（ 2）地域防犯灯維持管理費補助金
　夜間における犯罪の発生を防止し、歩行者の通行の安全を図るため、自治会町内会
等が行う防犯灯の維持管理経費の一部を補助します。
ア　補助対象
①�　補助対象となる防犯灯は、当該年度 4月 1日現在設置されており、不特定多数
の市民が通行する道路・通路を照らしていて、次に示すどちらかとします。

　○�自治会町内会等が所有し、かつ、維持管理しているもの
　○�自治会町内会等の所有となっていない照明灯でアの地域防犯灯に準ずるものと

して自治会町内会等が認めたもの
　　※補助対象の確認は、申請に基づいて区役所の担当者が現地調査等により行います。
②　次の照明灯は、補助対象となりません。

　※�一定の要件を満たす場合は、商店街が所有する商店街灯の電気料金への補助を
行っています。

　　�詳細は、経済局商業振興課「安全・安心な商店街づくり事業」担当へご相談く
ださい。

　横浜市経済局商業振興課　電話：671-2569　　FAX：664-9533
イ　補助金額
　 1灯につき、年額2,200円（上限）H29.4現在
　※補助金額は、照明の明るさ（10W・20W・40W・100Wなど）に関わらず、
　 1灯あたり　年額2,200円となります。（※予算の範囲内とします。）

ウ　申請手続
　 6月までに申請書類を、地域振興課地域振興係へ提出してください。
　＊申請書、報告書等は、自治会町内会長あてに送付します。

・横浜市が設置したLED防犯灯
・ �集合住宅（アパートやマンション
等）の敷地内等で、専ら居住者が使
用する通路を照らしている照明
・公園灯

・足元灯
・駐車場、駐輪場等の照明
・ �ネオンサイン等の装飾を目的とした
照明
・商店街灯※

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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8　自治会町内会館整備費補助及び融資制度
　自治会町内会館（連合町内会館含む）の整備（新築・購入、増築、改築、修繕）を考え
ている場合は、ご相談ください。

（ 1）整備費補助制度
ア　補助の条件（補助は次のいずれにも該当するときに受けられます）
①�　自治会町内会が所有し自治会町内会で整備、運営及び利用され、地域住民の福
祉向上、連帯の増進に寄与する施設であり、かつ、補助を受けた会館が他にない
こと。

②　会議及び集会に必要な施設を備えていること。
③　建築基準法、その他の法令に適合していること。
④　会館の整備に対しての議決等による自治会町内会の意思決定があるもの。
⑤　会館の利用規約が整備されていること。
⑥�　要綱に定める業者数以上の市内事業者による入札又は見積合わせにより業者選
定を行っていること（工事請負業者は建設業の許可を受けた業者であること）

⑦　補助対象経費が100万円以上の整備であること

イ　補助内容

整備の種類 補助率 補助限度額 内　容

新築・購入 2分の 1 1㎡当たり97,200円かつ
1,200万円

新たに建物を建設し、又は現在の建物の
全部を撤去して新たに建物を建築すること

特殊基礎
工事費 2分の 1 300万円 地盤・敷地条件により施工する特殊な基礎工事

エレベーター
設置工事費 2分の 1 300万円 エレベーター設置に伴う工事費

増築 2分の 1 500万円 既にある建物の床面積を増加させる工事

改修 2分の 1 500万円 建物の主要構造部の改修を含む工事
耐震補強工事を含む

修繕 2分の 1 200万円 建物の維持を目的とした、改修の程度に至らな
い修繕

※補助内容は平成29年 4 月 1 日現現在。
　詳細については地域振興係までお問い合わせください。

【趣旨】
　横浜市では、地域住民の福祉向上に寄与するため、市内の自治会町内会の活動拠点
となる会館を整備する場合、整備に要する費用の一部を補助しています。また、民間
金融機関が実施する融資制度もあります。
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ウ　申請時期
　整備予定時期の前年度 4月に依頼がありますので、前年度 7月頃までに事前の申
出を行っていただき、横浜市の予算決定後、補助申請を行うことができます。
　整備を計画される場合は、なるべくお早めに地域振興係までご相談ください。

（ 2）整備費融資制度
　横浜市との協定に基づき民間金融機関が融資を実施します。
　融資内容・申込手続等の詳細については下記の金融機関に直接ご相談ください。
ア　融資の条件
①　補助対象に基づいて補助の決定を受ける会館であること。
②　法人格を有する自治会町内会で、償還金及び利子の支払い能力があること。

イ　融資の内容

種　類 融資利率 融資限度額
新築・購入・増築・改修 各金融機関が定める

所定の金利
1,200万円

大規模修繕 500万円

ウ　融資を実施する金融機関（取扱金融機関）
　株式会社　横浜銀行、横浜信用金庫、株式会社　神奈川銀行

〇市民局市民協働推進部のホームページに会館整備助成の概要が掲載されています。
　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/tishin/jitikai/kaikan/

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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9　「地縁による団体」の認可制度
　自治会町内会の法人化を考えている場合には、ご相談ください。

（ 1）対象団体
　会館等の不動産を保有または保有予定の自治会町内会
（ 2）申請準備

ア　規約の整備
　規約を改正し、法に定めてある次の項目を定める必要があります。
　�①目的、②名称、③区域、④主たる事務所の所在地、⑤構成員の資格に関する事項、
⑥代表者に関する事項、⑦会議に関する事項、⑧資産に関する事項

イ　構成員の確定
　該当区域の住民の過半数の会員（個人）名簿を作成してください。

ウ　不動産等の資産の確定
　保有資産を明確にする上から、申請前の総会において資産の確定をしておく必要
があります。

エ　総会の開催
　法人としての認可申請の可否等（規約、代表者、区域、構成員、保有資産等）に
ついて総会で決議し、了解を得た後、申請のために議事録を作成してください。

オ　区域図
　規約で定める区域を示した図面

※�認可には様々な制約、書類の提出等を必要としますので、認可をお考えの自治会町
内会は、お早めに地域振興係にご相談ください。

（ 3）その他
ア　地縁団体として認可を受けると代表者、住所が告示されます。
イ　代表者の変更の場合に届出が、規約の変更の場合には認可が必要となります。
ウ　地縁団体として認可を受けた団体の代表者印を印鑑登録することができます。
エ　地縁団体として登録した場合でも、税制上の取扱いに変更はありません。

〇市民局市民協働推進部のホームページに法人化の手引きが掲載されています。
　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/tishin/jitikai/houjinka/

【趣旨】
　地方自治法第260条の 2第 1項により、財産を所有する自治会町内会は法人格が取
得できるようになりました。（平成 3年改正）
　この認可制度は、自治会町内会の保有している不動産等の資産をめぐるトラブルの
解消を目的に、不動産を保有または保有を予定している自治会町内会に法人格を与え、
当該団体名義での不動産登記を可能にするものです。

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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10　つるみ・地域元気づくり事業
　鶴見区の地域活動を応援する補助制度です。（補助内容等は平成29年 4 月 1 日現在）

（ 1）つるみ・地域のつながり応援事業補助金
ア　補助目的
　自治会町内会を含む 2つ以上の団体が連携・協働した、地域課題解決の取組を支
援します。

イ　対象団体
　身近な一定のまとまりのある地域の課題を解決しようとする意思のある、自治会
町内会を含む 2つ以上の団体が連携している団体

ウ　補助内容
　上限30万円（補助対象経費の 9 /10以内）

（ 2）つるみ・元気アップ事業補助金
ア　補助目的
　地域の課題解決に向けて、区民が自主的に取り組む活動の立ち上げを支援します。
　※原則、事業開始 3年以内の事業を対象とします。

イ　対象団体
　主に鶴見区民（在住・在勤）により組織され、区民が自由に参加できる活動を行
っている団体（ボランティアグループ、市民活動団体、NPO、自治会町内会等）

ウ　補助内容
・ 1 年目：上限 8万円（補助対象経費の10/10以内）
・ 2 年目：上限 6万円（補助対象経費の 4 / 5 以内）
・ 3 年目：上限 5万円（補助対象経費の 2 / 3 以内）

（ 3）申請手続き
　申請書等を所定の期日までに提出してください。
　※�最長 3年間の継続申請が可能ですが、毎年度申請が必要であり、その都度審査が

あります。
　＊募集案内を自治会町内会長あてに送付します。

【趣旨】
　地域の様々な課題解決に取り組む活動のきっかけづくりや、地域の各団体等が連携
して、課題解決に向けて自主的・継続的に取り組む活動を、 2つの補助制度で支援し
ます。

☎510-1678　FAX504-7102　鶴見区役所区政推進課　地域力推進担当
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11　横浜市市民活動保険制度
　自治会町内会行事等のボランティア活動中の事故を対象とする保険です。

（ 1）保険の対象となるボランティア活動
ア�　自主的に構成されたグループや個人、地域住民組織である自治会町内会が行って
いる活動

イ　無報酬の活動（交通費などの実費の支給を除きます。）
ウ　継続的・計画的に行っている活動
エ　公共性のある活動
※保険適用範囲には準備活動、活動の往復経路も含まれます。

（ 2）保険の種類
ア　損害賠償責任保険
　ボランティア活動中にボランティア活動者の過失により、他人にケガを負わせた
り、他人の物を壊してしまったりなどの結果、被害者から損害賠償を求められ、法
律上の賠償責任を負った場合に支払われる保険金
（道義上の責任のみでは支払対象となりません）。
　免責金額（自己負担額）5,000円を超える部分について支払われます。

イ　障害保険
　ボランティア活動中に発生した急激かつ偶然な外来事故によって、ボランティア
活動者が死亡・負傷した場合に支払われる保険金。

（ 3）事故が発生した場合の手続き
　事故発生後30日以内に区役所総務課まで電話等でご連絡をお願いします。
　審査の結果、保険が適用となった場合、所定の手続きを経て保険金が指定の口座に
振り込まれます。

【趣旨】
　横浜市では、市民の方が安心してボランティア活動を行えるように、横浜市が保険
料を負担し、保険会社と保険契約をして横浜市市民活動保険制度を運営しています。
　この保険は、事前の加入や登録の手続きは必要ありません。
　万が一事故が起きてしまった場合に、具体的なボランティア活動内容や、事故の状
況等を書面でご報告いただき、保険対象の要件を満たしているかを審査します。

☎510-1653　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　庶務係
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12　自治会町内会現況届の提出
　毎年度当初に自治会町内会現況届の提出をお願いしています。

（ 1）内容
ア　役員の氏名・連絡先
イ　班数・掲示板数
ウ　回覧物の配布先
エ　会館住所　など

（ 2）依頼時期
　 3月下旬

（ 3）提出期限
　 4月末（総会終了後速やかにご提出ください。）

（ 4）年度途中の変更について
　会長の変更については「自治会町内会長変更届」の提出、その他の事項の変更に
ついては地域振興課地域振興係までご連絡ください。

【趣旨】
　自治会町内会・地区連合会の現況を把握し、町内会相互間、地域と市の連携を図り
ます。

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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13　町の防災組織活動の奨励
　大地震等の災害に備えることによる被害の軽減や自主的な防災活動を支援する制度です。

（ 1）奨励費の交付要件
　自治会町内会等の次の活動が交付の対象になります。
ア　防災訓練の実施
イ　備蓄食料・防災資機材等の購入
ウ　防災のための講演会・見学会の開催
エ　防災マニュアル・防災マップ等の作成
オ　AEDの購入　（リース含む）
カ　防災パトロール　（※防犯パトロールは対象外）
キ　その他防災活動の一環として実施する事業

（ 2）交付金額
　申請世帯※×160円を申請のあった自治会町内会等に交付します（平成29年 4 月 1
日現在）。
※�「広報よこはま」 4月号の配布部数を上限とします。（広報配布部数がない団体は
届出のある加入数とします）ただし、4月1日現在の自治会町内会等の加入世帯数が
上記広報配布部数を上回る場合は、自治会町内会等の加入世帯数を上限とします。

（ 3）申請にあたって
　申請手続きは、年度末に自治会町内会長あてに鶴見区総務課から郵送でお知らせし
ます。
　また、 4月に担当者向けの説明会を実施します。

【趣旨】
　いつ起こるかわからない大地震等の災害への備えや実際に災害が起こったときに、
自治会町内会等で、自主的な防災活動が行えるよう、「町の防災組織」活動費補助金
を交付しています。

☎510-1656　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　庶務係
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14　共助のための防災活動支援事業
　地域防災力の向上を目的として、地域における様々な防災活動に取り組む団体を支援す
るための制度です。（※町の防災組織活動費補助金とは異なる補助金です。）

（ 1）対象団体
　主に鶴見区民により組織され、鶴見区内を主な活動場所とする団体。
　自治会、町内会、PTA、NPO、ボランティアグループ、その他市民活動団体

（ 2）対象となる取組
　地域防災力の向上につながる活動で、次に該当するものになります。
　原則として、単年度で完結するものとします。
ア　防災コーディネート
　一定期間、講師や防災コンサル等を招へいし、地域やグループが防災・減災を学
ぶもの

イ　防災講演会
　防災セミナー、防災手話など講師を招へいし、参加者が一堂に会し聴講やディス
カッションを行うもの

ウ　防災研修会
　家庭における防災対策、高齢者の支援対策、子ども防災対策など防災をテーマと
した研修や防災体験施設などを利用した研修

エ　防災啓発活動
　防災まち歩き、地域の防災マップ・防災だよりの作成など地域啓発を主とするもの

オ　その他防災・減災のための活動
　ア〜エ以外で、地域、学校、グループにおける活動

　（注意）上記に該当する活動でも次の（ア）〜（エ）に該当する場合は、対象外となります。
（ア）営利目的又は特定の個人や団体のみが利益をうけるもの
（イ）政治活動又は宗教活動を目的としたもの
（ウ）同一の企画内容で鶴見区・横浜市又は社会福祉協議会の補助をうけているもの
（エ）�代表者が、「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2条第 6号」に規定する暴力団員

（ 3）補助内容
　上限15万円（対象経費の 9 /10以内）（平成29年 4 月 1 日現在）

（ 4）申請手続き
　申請書類を所定の期日までに提出してください。
・募集案内は鶴見区ホームページに掲載しています。
・交付を希望される自治会町内会は、まず担当まで御相談ください。

【趣旨】
　みなさんで互いの安全・安心のために協力しあう地域活動である「共助」は地域に
とって最も効果的な防災対策となります。
　地域の様々な団体や人々による共助のための自主的な活動を支援するために、補助
金を交付します。

☎510-1656　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　庶務係
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15　地域防災拠点の運営
　災害時の地域防災拠点周辺の自治会町内会は、協力して地域防災拠点運営委員会を組織
し、運営活動を行っています。

（ 1）地域防災拠点訓練
　地域防災拠点ごとに日程を決め、区役所本部や、消防署・水道局・環境創造局・資
源循環局などの防災関連機関と連携し、地域防災拠点訓練を実施しています。

（ 2）防災備蓄庫
　区内全ての市立小・中学校（横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校を除
く。）は、地域防災拠点として指定されており、防災備蓄庫が設置されています。防
災備蓄庫の中には、発電機や炊飯器などの資機材のほか、非常用の水・食糧等が約
2,000食備蓄されています。

（ 3）地域防災拠点運営委員会
　災害時、地域防災拠点の開設・運営を担うほか、平常時から訓練や防災備蓄庫内に
配備された資機材・食糧等の維持・点検・管理を行います。
　また、すべての地域防災拠点運営委員会が参加して鶴見区地域防災拠点運営委員会
連絡協議会を年 1回以上開催し、予算・決算や協議会の活動などについて話し合います。

（ 4）地域防災拠点運営委員会活動交付金
　各地域防災拠点運営委員会には、鶴見区地域防災拠点運営委員会連絡協議会から、
一律117,000円の活動交付金が支払われます。

※�活動交付金の手続きに必要な書類等は、 5〜 6月頃に開催する鶴見区地域防災拠点
運営委員連絡協議会で、各地域防災拠点運営委員会に配布します。

【趣旨】
　地域防災拠点への円滑な避難や、避難生活における秩序ある地域防災拠点の運営を
すすめるため、自治会町内会が協力して地域防災拠点運営委員会を組織し、平常時か
ら、地域防災拠点訓練や、防災備蓄庫の管理などの防災活動をしています。

☎510-1656　FAX510-1889
　鶴見区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事務局（鶴見区役所総務課　庶務係）
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16　鶴見区水防協議会
　趣旨にご賛同いただいている自治会町内会及び企業が会員となっています。

（ 1）事業
ア　鶴見川改修促進運動
イ　河川愛護のための啓発活動の支援
ウ　鶴見川の水防活動の支援
エ　その他本協議会の目的達成のために必要な事業

（ 2）会費
　 1自治会町内会あたり年額2,000円

（ 3）会費納入の手続き
　鶴見区水防協議会総会での予算議決後（毎年 6〜 7月頃）に、各自治会町内会へ会
費納入についてご案内します。

【趣旨】
　鶴見川改修促進運動を推進するとともに、河川愛護のための啓発活動及び鶴見川の
水防活動への支援を目的とします。

☎510-1656　FAX510-1889　鶴見区水防協議会事務局（鶴見区役所総務課　庶務係）



−29−

17　家庭防災員
　各自治会町内会で家庭防災員の推薦にご協力ください。

（ 1）家庭防災員の推薦
　毎年12月に、自治会町内会長あてに推薦の依頼をします。
・依頼方法　12月下旬ころに各自治会町内会長あてに直接送付されます。
・提出書類　家庭防災員推薦名簿
・提出期限　12月下旬から翌年 3月31日まで
・提出先　　鶴見消防署予防課予防係

（ 2）家庭防災員自主活動補助金制度
　『家庭防災員自主活動』は家庭防災員の皆さんが主体となり、個人又はグループで
防災に係わる研修、訓練、調査研究活動を企画、実施する活動です。
　この自主的な防災活動を支援し、日常生活の安全と安心の確保と隣近所へ防災の輪
を広げることを目的として、事業規模に応じて補助金が交付されます。
※申請要領
　申請は家庭防災員が行いますが、家庭防災員自主活動補助金交付申請書に自治会・
町内会長の確認・署名が必要になります。

【趣旨】
　家庭防災員制度は、「自助から始まり地域防災の担い手にもつなげる研修制度」です。
　防火・防災に関し必要な知識及び技術を身に付けることを目的としています。
　この制度は、横浜市独自の制度で、自治会町内会の推薦により、参加する研修制度
です。（満15歳以上の市内在住の方が対象で性別は問いません。）

※鶴見消防署からのお願い
　火災予防運動（春・秋）
　春・秋の火災予防運動用ポスターの掲示にご協力ください。
　・依頼時期・方法
　　春の火災予防運動（ 3月 1日〜 3月 7日）、
　　秋の火災予防運動（11月 9 日〜11月15日）
　　の前月に、自治会町内会に送付します。

☎・FAX　503-0119　鶴見消防署予防課　予防係



−30−

18　LED防犯灯の設置について
　自治会町内会の申請により、市民局がLED防犯灯を設置します。

設置申請書の作成から設置までの流れは次のとおりです。（平成28年度の場合）

①�鶴見区地域振興課より自治会町内会へLED防犯灯設置申請書の作成および提出を
依頼（ 6月頃）

↓
②�自治会町内会より鶴見区地域振興課へ申請書類を提出（ 7月末頃〆切）

↓
③�申請書類を鶴見区地域振興課より市民局地域防犯支援課へ提出

↓
④�市民局地域防犯支援課にて、予算の範囲内にて優先度を精査し、優先度の高いものか
ら順次設置

★�なお、LED防犯灯以外の道路照明灯（街路灯）の維
持管理は、鶴見土木事務所（☎510-1669）へお問い
合わせください。

【趣旨】
　横浜市では、夜間における防犯環境整備と地球温暖化防止策の一つとして、LED防
犯灯設置事業を実施しています。
　設置対象となるLED防犯灯は、「電柱」に取り付けるタイプと、電柱から電線を引
いて「鋼管ポール」に取り付けるタイプがあります。設置されたLED防犯灯の電気料
金の支払いや故障時の修理などの管理は横浜市が行います。
　また、自治会町内会の皆様には、設置されたLED防犯灯の故障の発見や連絡などの
日常の見守り（次ページ参照）をお願いしています。

☎510-1687　ＦＡＸ510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係
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《防犯灯の見守りについて》

　横浜市が設置したLED防犯灯（ESCO事業で設置したLED防犯灯を含む）については、
電気料金の支払いや故障時の修繕などの管理は横浜市が直接行っておりますが、故障発見
及び連絡などの日常の見守りにつきましては、引き続き自治会町内会の皆様のご協力をお
願いいたします。

※管理番号について
電柱共架タイプの場合 鋼管ポールタイプの場合

灯具の横に黄色のプレートが付いています。 ポール本体に銀色のシール
または、黄色のプレートが
付いています

＊LED防犯灯の故障等を発見された際は、お手数ですが下記連絡先まで御連絡ください。
　市民局地域防犯支援課　電話�045-671-3709
　鶴見区地域振興課　　　電話�045-510-1687

＊お知らせいただきたいこと
　①�管理番号（黄色のプレート・銀色のシールに記載されている番号です。※下図参照）

管理番号が不明な際には、電柱番号・電柱住所・目標物をお知らせください。
　②不具合の内容（「点灯していない」「昼間も点灯している」「点滅している」等）
　③不具合発生の時期（気づいた日）、及び時間帯

※�防犯灯は周囲の状況や他の照明との関係により、他の防犯灯より点灯する時間が遅くなる場合があ
りますが、故障ではありません。
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19　鶴見区防犯協会
　自治会町内会は協会の会員となっています。

（ 1）防犯協会の会員
ア　地域自治団体（自治会町内会）会費　……　一世帯30円×加入世帯数
イ　事業所（法人）各種団体　…………………　一口5,000円（申出口数）

（ 2）防犯協会事務局からの依頼内容
ア　防犯指導員の推薦〈各地区連合会から 1名〉
　地域で、各種キャンペーン等に参加するボランティアです。
・隔年の 6月に委嘱　………　 5 月中頃　地区連合会を通じ、推薦の依頼をします。

イ　地域防犯連絡所（員）の推薦〈各地区連合会世帯数により 1〜 3名〉
　地域で、犯罪情報の交換、広報活動をするボランティアです。
・隔年の 7月に委嘱　………　 5 月中頃　自治会町内会を通じ、推薦の依頼をします。

ウ　会費の納付について
・毎年総会開催後に会費の納付をお願いします。
　 6月上旬、請求書を各自治会町内会あてに送付します。
＊支払い方法は　………　窓口払い、振込払いの 2通り

（ 3）主な行事
・ 安全・安心まちづくり旬間の実施〈10月11日から20日まで〉
・年末激励巡回の実施〈12月中旬〉

　 ・各種防犯キャンペーン・防犯教室・防犯座談会等の実施
　 ・毎年年末・年始特別警戒の実施〈12月 1 日より 1月 3日まで〉
　 ・防犯指導員・一泊研修会の実施
　 ・防犯新聞・地域安全情報・地域安全ニュース等の発行
　 ・防犯グッズの紹介及び販売

【趣旨】
　鶴見区防犯協会は、犯罪のない明るい社会を目指し、区民の防犯意識の高揚及び青
少年の健全育成を図るとともに、区内の地域自治団体並びに事業所等と関係行政機関
の連携による防犯活動推進に寄与することを目的としています。

☎FAX　504-2530　鶴見区防犯協会
鶴見区鶴見中央4-33-9　鶴見警察署生活安全課防犯少年係内



地域のたすけあい・ささえあい
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20　民生委員・児童委員及び主任児童委員
　各自治会町内会（民生委員・児童委員）・地区連合会（主任児童委員）に対し、民生委員・
児童委員及び主任児童委員の推薦をお願いしております。

（ 1）主な役割
ア　地域住民が抱える問題について、相手の立場に立ち、相談を受けます。
イ　福祉の制度やサービスについて、その内容や情報を住民に的確に提供します。
ウ�　住民が福祉サービスを必要とした場合、区福祉保健センターや地域ケアプラザ等
に連絡し、必要な支援を行います。

（ 2）任期・年齢要件
民生委員・児童委員 主任児童委員

任　　期 3　　年
年齢要件 ◆新任　原則68歳まで

　候補者の選出が困難な場合、74歳まで
◆再任・元職　74歳まで

◆新任　原則54歳まで
　候補者の選出が困難な場合、58歳まで
◆再任・元職　原則60歳まで
　候補者の選出が困難な場合、64歳まで

※年齢要件は送付されてくる資料を必ず確認してください。

（ 3）推薦の流れ
ア�　一斉改選の場合（ 3年に 1回、直近では平成28年12月 1日、次回は平成31年12月 1日）
　

イ　欠員補充の場合（欠員が生じた場合、年 2回〈 7 / 1 付委嘱、12/ 1 付委嘱〉）
　

【趣旨】
　近年、少子高齢化が進む中、一人高齢者の孤独死や児童虐待など様々な福祉課題が問題
となっております。自治会町内会・地区連合会の推薦を受け、委嘱された民生委員・児童委員、
主任児童委員が、地域で最も身近な見守り役として、地域に密着した相談・支援を行います。

☎510-1791　FAX510-1792　鶴見区役所福祉保健課　運営企画係
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21　保健活動推進員	
　各自治会町内会で保健活動推進員の推薦をお願いします。

（ 1）職務
ア　健康づくりのための知識の普及及び啓発に関すること
イ　地域における健康づくり活動の実践及び地域の健康課題への取組に関すること
ウ　健康づくり施策に関し、市長に意見を述べること
エ　福祉保健センターが実施する健康づくり事業への協力に関すること
オ　その他地域福祉保健の推進に関し必要な事項
　これらの職務を果たすため、福祉保健センター等が実施する研修会等に参加し、健
康づくり活動に必要な知識の習得に努めます。

（ 2）具体的活動
ア　研修会に参加、運動や食習慣など、自らが健康づくりを実践
イ　健康・体力測定会、学習会や健康講座、体操教室などの実施・運営協力
ウ　地区と行政との情報交換、地区に福祉保健センターの情報を伝達
エ　健診受診、禁煙・分煙、運動習慣改善などの啓発活動（区行事等への参加を含む）
オ　子育て支援や高齢者支援の活動などを、地域の他団体と協力

（ 3）任期
　 2年
　 2年ごとに一斉改選し、 4月 1日付けで保健活動推進員の委嘱をします。

（ 4）推薦時期・依頼方法
　各自治会町内会あたり 1名以上を目安とし、現員数を基準に、各自治会町内会長よ
り推薦をお願いします。
　改選前年度の11月下旬頃に依頼し、2月下旬頃までに推薦名簿をご提出いただきます。
　また、任期中に欠員・交代が生じた場合には、随時の推薦をお願いいたします。

【趣旨】
　自治会町内会の推薦を受けて横浜市長が委嘱する保健活動推進員は、「健康づくり
活動」を核となる役割とし、地域の健康づくりの推進役、行政の健康づくり施策のパ
ートナー役として、地域において生活習慣病予防などの健康づくり活動を行います。

☎510-1832　FAX510-1792　鶴見区役所福祉保健課　健康づくり係
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22　鶴見区社会福祉協議会
　各自治会町内会は、鶴見区社会福祉協議会の会員となっています。

（ 1）主な事業内容
①地区社協活動の支援　②子育て支援　③障害・高齢者等当事者支援
④ボランティア活動推進・支援　⑤広報啓発活動
⑥�団体事務（共同募金会鶴見区支会・日赤鶴見区地区委員会・鶴見区更生保護協会・
鶴見保護司会・鶴見区更生保護女性会・鶴見区遺族会）

※詳細は、区社協のパンフレットや、ホームページ等をご参照ください。

（ 2）会費の種類
　「世帯会費」と「賛助会費」の二種類あります。
【世帯会費（鶴見区社協会費）】
ア　会費
　30円×自治会町内会加入世帯数から被保護世帯割合相当を減じた世帯数

イ　実施時期・方法
・納入期限　 6月末
・納入方法　�各自治会町内会ごとに、区社協事務局に納入をお願いいたします。�

（郵便払込、銀行振込、もしくは直接持参）
【賛助会費（社協活動に賛同の上、資金面で協力いただくもの）】
ア　会費（ 1口以上・任意による）
　個人賛助会費： 1口1,000円／法人・団体会費： 1口5,000円

イ　実施時期・方法
　 4月下旬に、地区社協通して資材の希望送付先を確認の上送付します。
　※資材は 5月下旬に送付します。
・納入期限　12月末
・納入方法　�各自治会町内会ごとに、または地区社協を通して、区社協事務局に納

入をお願いいたします。（郵便払込、もしくは直接持参）
ウ　賛助会費の還元
　集まった賛助会費の55%は、地区社協事業費として還元いたします。

【趣旨】
　鶴見区社会福祉協議会は、地域におけるさまざまな福祉問題を地域住民が主体とな
って関係団体と協力して地域福祉発展のため、社会福祉事業を実施している団体です。
　会費は、地域福祉推進事業や、地区社会福祉協議会への助成金などに活用されます。

☎504-5619　FAX504-5616
　鶴見区社会福祉協議会（鶴見区鶴見中央4-37-37リオベルデ鶴声（かくせい）2階）
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23　鶴見区更生保護協会
　各自治会町内会には、鶴見区更生保護協会の会員をお願いしています。

（ 1）会費の納入
　鶴見区更生保護協会会費納入をお願いしています。
　＊�会費の額は、 1世帯あたり15円×自治会町内会加入世帯数から被保護世帯割合相

当を減じた世帯数でお願いしています。

（ 2）実施時期・方法
　 4月下旬に各自治会町内会あてに会費納入の依頼をします。
・納入期限　 6月末
・納入方法　�各自治会町内会ごとに、鶴見区更生保護協会に納入をお願いいたします。

（銀行口座へ振込みもしくは直接持参）

（ 3）事業内容
ア　更生保護協会会費の依頼・受付
イ　地域における防犯・更生保護を促進させるため、社会を明るくする運動の実施
ウ　鶴見区保護司会の運営、更生保護活動等への助成
エ　地域住民および青少年を対象とした更生保護啓発促進事業への助成
オ　その他前条の目的を達成するため必要と認める事業

【趣旨】
　鶴見区内における犯罪予防・更生保護事業の運営を助成して、その充実、発展を図
ることを目的としています。

☎504-5619　FAX504-5616
　神奈川県更生保護協会鶴見支部（鶴見区社会福祉協議会内）
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24　赤十字社資募集
　各自治会町内会で赤十字社資募集の取り組みをお願いしています。

（ 1）実施方法
・ �世帯数に応じ各自治会町内会別に目標額を定め、各地域において募金活動をお願い
しています。
・募集に必要な資材は 4月下旬に送付します。

（ 2）実施期間
　 4月が準備期間、 5月は運動期間、 6月は整理期間です。

（ 3）社資総目標額
・ 1 世帯あたりの目標額を220円（原則）と設定します。
・ �自治会町内会加入世帯数から被保護世帯割合相当を減じた世帯数に220円を乗じた
金額を各自治会町内会の目標額とします。
・ �目標額について、あくまでも募金にご協力いただく方への判断の目安なので、募金
活動を行う際に強制感を与えることのないようにご配慮をお願いいたします。

（ 4）募集金額の送金
・ 送付期限　　 6月末日
・送金方法　　�各自治会町内会ごとに、納入をお願いいたします。� �

（銀行口座へ振込みもしくは直接持参）

（ 5）その他
・ 2 万円以上の募金を納めて下さった方は表彰の対象となります。
・募金納入完了後、各自治会町内会へ募集実績額の10%を交付します。

【趣旨】
　日本赤十字社は人道と博愛の精神に基づき世界の平和と人々の幸福のため国内外で
様々な活動を行っています。これらの事業資金は、皆様からの社資や寄付金により支
えられています。
　日赤鶴見地区委員会においては、自治会町内会を通して募金の御協力を依頼し赤十
字活動の増強を一段と進めると共に、当地区内における災害救護や救急法講習会各種
の赤十字事業を行います。

☎504-5619　FAX504-5616　日赤鶴見区地区委員会（鶴見区社会福祉協議会内）　
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25　共同募金・年末たすけあい募金
　各自治会町内会で共同募金・年末たすけあい募金の取り組みをお願いしています。

（ 1）実施方法
・ 世帯数に応じ各自治会別に目標額を定め、各地域にて募金活動をお願いします。
・募金活動に必要な資材は 9月下旬に送付されます。

（ 2）依頼期間
　10月〜12月

（ 3）共同募金・年末たすけあい募金目標額
・ �自治会町内会加入世帯数から被保護世帯割合相当を減じた世帯数に310円を乗じた
金額を各自治会町内会の目標額とします。
・ �1 世帯あたりの目標額は、共同募金、年末たすけあい募金を合わせた額となってい
ます。
・ �目標額について、あくまでも募金にご協力いただく方への判断の目安なので、募金
活動を行う際に強制感を与えることのないようにご配慮をお願いいたします。

（ 4）募集金額の送金
　 ・送金期限　12月末日
　 ・送金方法　�各自治会町内会ごとに、納入をお願いいたします。� �

（銀行口座へ振込みもしくは直接持参）

（ 5）その他
・ 9 月に準備事務費を自治会町内会に交付します。
・個人で 2万円以上の募金は感謝の対象となります。

　

【趣旨】
　共同募金は、“たすけあい”の心の結晶としての寄附金を、地域の福祉活動をすすめ
ている社会福祉協議会の事業費や障害者の地域作業所等民間の社会福祉施設や在宅福
祉サービス団体の運営・活動に役立てます。

☎504-5619　FAX504-5616　共同募金会鶴見区支会（鶴見区社会福祉協議会内）
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26　社会福祉功労者等の表彰
　「鶴見・あいねっと推進フォーラム」内で開催される、社会福祉功労者感謝会にて社会
福祉功労者等の表彰を行うにあたり、対象者の推薦をお願いします。

（ 1）功労者表彰候補の推薦
ア　依頼内容
　区内において社会福祉活動の向上・増進に功労のあった個人・団体・施設等の推薦
　※推薦については、各地区社会福祉協議会に依頼します。

イ　実施時期
　10月頃

ウ　審査結果
　12月上旬に行われる審査委員会の結果を、12月下旬までに各地区社会福祉協議会
会長あてにお知らせします。

　

【趣旨】
　区内の社会福祉に対する啓発、及び社会福祉活動の向上・増進に功労のあった方々
への感謝を表すことを目的として、社会福祉功労者等の表彰を行います。
　なお、事業実施にあたっては、「鶴見・あいねっと推進フォーラム」内で開催します。

☎504-5619　FAX504-5616　鶴見区社会福祉協議会
☎510-1826　FAX510-1899　鶴見区役所福祉保健課





きれいなまちに
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27　環境事業推進委員
　各自治会町内会から候補者の推薦をお願いします。

（ 1）環境事業推進委員の主な活動
ア　ごみ集積場所における分別排出の実践・啓発活動
イ　 3 R活動を中心とした環境行動の実践・啓発活動
ウ　地域清掃活動の推進
エ　清潔できれいな街づくりの推進
オ　地域への情報提供
カ　住民からの相談と行政機関への連絡

（ 2）任期
　 2年

（ 3）依頼時期・方法
　改選年の前年に各自治会町内会長あてに推薦依頼します。

（ 4）推薦時期
　 2月

【趣旨】
　環境事業推進委員は、横浜市長の委嘱を受けて、自治会・町内会などの地域や行政
と連携し、ごみの減量化による脱温暖化に向けた 3Ｒ行動を中心に、市民の生活環境
の向上を図ります。

☎502-5383　FAX502-5482　資源循環局鶴見事務所　鶴見区小野町39
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28　鶴見クリーンキャンペーン
　キャンペーンにご協力ください。

（ 1）キャンペーンの時期
　　年 2回実施
　 ・第 1回　 5月30日（ごみゼロの日）〜 7月31日
　 ・第 2回　10月 1 日（区政施行日）　　〜11月30日

（ 2）ごみの収集
　対象となるごみは、ポイ捨てごみ等ごみ袋に入る程度のもので、家庭ごみの集積場
所に、“クリーンキャンペーンごみ” であることを表示して出してください。
＊�大量にある場合は、事前に、資源循環局鶴見事務所（☎502-5383）までご連絡くだ
さい。

（ 3）清掃用具等の配布・貸し出し
ア　配布物品
・ごみ袋
・軍手

イ　貸出物品
・キャンペーン用たすき
・キャンペーン用腕章
・火ばさみ

ウ　申込方法・受け渡し
　所定の申込用紙で、団体名、配布・貸出物品の必要数等をご連絡ください。物品　
の受取は、区役所資源化推進担当までお越しください。

【趣旨】
　「きれいな街つるみ」を目指して、地域の自主的な清掃活動を支援します。

☎510-1689　FAX510-1892　鶴見区役所　地域振興課　資源化推進担当
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29　まちかど花壇事業
　まちかどに花と緑を育てる活動を支援します。

（ 1）募集団体
　 3月下旬〜 4月上旬※に募集します。
　※募集時期が変更になることがありますのでご注意ください。

（ 2）対象団体
　年間を通じた花壇の維持管理を責任もって行うことのできる団体

（ 3）応募条件
ア　道路脇など公共性・公開性が高い場所であること（公園緑地を除く）
イ　土地所有者に使用許可を得ている場所であること

（ 4）助成内容
　花の苗・種子、肥料等の配布　

【趣旨】
　「きれいな街つるみ」を目指して、不法投棄防止を目的とした花壇やプランターを
まちかどに設置し、維持管理している団体を支援します。

☎510-1689　FAX510-1892　鶴見区役所　地域振興課　資源化推進担当
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30　資源集団回収

活動を始めるには、下記資源循環局鶴見事務所へお問い合わせください。

【趣旨】
　資源集団回収とは、自治会町内会等の地域団体（登録団体）と、登録業者が実施す
る、資源物（紙類・布類・金属類・びん類）の回収です。
　回収は、登録団体と登録業者の契約に基づいて、実施されます。
　回収量に応じて、横浜市から奨励金が交付されます。
　回収日や回収場所など実施の詳細は、登録団体と登録業者で取り決めます。（横浜
市による委託回収ではありません。）

☎502-5383　FAX502-5482　資源循環局鶴見事務所　鶴見区小野町39



選挙・国勢調査
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31　選挙の実施協力
　選挙時の協力をお願いします。

（ 1）選挙公報の配布及び選挙啓発ポスターの掲示について
　選挙公報は、候補者名、政見等を広く有権者にお知らせするために、選挙ごとに発
行されます。 1世帯に 1部ずつ配布をお願いします。
　啓発ポスターは、投票日の周知のために自治会・町内会の掲示板に掲示をお願いします。
※依頼時期　選挙時
※依頼方法　�選挙公報については、世帯数及び必要部数を調査後、配送業者から自治

会・町内会あてに配送されます。啓発ポスターについては、横浜市選挙
管理委員会事務局から自治会・町内会長あてに送付されます。

（ 2）投票管理者・投票立会人の推薦について
　平成29年 4 月 1 日現在、区内には投票所が44箇所あり、各選挙（市長・統一（県知
事・県議・市議）・衆議院・参議院）の執行の際には、各投票所に投票管理者・投票
立会人を選挙管理委員会が選任しなければなりません。
　選挙管理委員会では、投票の公正さを保つために、自治会・町内会による各投票所
の投票管理者・投票立会人の推薦をお願いします。また、期日前投票所（区役所・増
設場所）の投票立会人についても、同様にお願いします。
ア　投票管理者の選任条件
①�　当該選挙の選挙権を有している方（公職選挙法第37条第 2項）
②�　在職期間中（告示・公示日から投票日まで）は選挙運動に制限があることを御
理解していただける方（公職選挙法第135条第 1項）

③�　特定の候補者及び政党その他政治団体（後援団体を含む）に関与又は規約上明
らかに役員になっていない方

④　特定の候補者及び立候補予定者の後援会活動を積極的に行っていない方
イ　投票立会人の選任条件
①　当日投票所：�各投票区における選挙人名簿に登録されている方（公職選挙法

第38条第 1項）
②　期日前投票所：選挙権を有する方（公職選挙法第48条の 2）

【趣旨】
　選挙の実施に当たって、選挙公報の配布、選挙啓発ポスターの掲示、各投票所の投
票管理者・投票立会人の推薦をお願いします。

☎510-1660　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　統計選挙係
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32　鶴見区明るい選挙推進協議会推進員
　各自治会・町内会から鶴見区明るい選挙推進協議会推進員の推薦をお願いします。

（ 1）推薦人数
　各自治会・町内会から 2名ずつ
※�推進員の活動は不偏不党でなければなりません。特定の政党・個人のための政治活
動・選挙運動に、深くかかわっている方の御推薦はさけてください。

（ 2）任期
　 2年　

（ 3）主な活動
　選挙時には、啓発物品を配りながら投票参加を呼びかける街頭啓発などを区内各地
域で行います。また選挙時以外にも、区民祭など区内で行われる様々なイベントを通
じて、投票参加意識の向上を図る啓発活動を展開します。
　推進員の改選時に行う「鶴見区明るい選挙推進大会」では、講師の先生をお招きし、
推進員の意識の高揚を図ります。
　なお、活動計画や報告は、鶴見区明るい選挙推進協議会の機関紙である「つるみイ
コットNEWS」により、推進員にお知らせします。

（ 4）依頼時期
　改選年度の前年度の11月

（ 5）推薦時期
　各自治会・町内会あて依頼後の 2月

　

【趣旨】
　鶴見区明るい選挙推進協議会は、「不正のないきれいな選挙の実現」と「投票率の
向上」を目指して活動している自主団体です。民主政治の基盤である選挙が明るく公
正に行われるよう、鶴見区選挙管理委員会と連携して、明るい選挙の実現に向け活動
しています。
　各自治会・町内会から、鶴見区明るい選挙推進協議会推進員の推薦をお願いします。

☎510-1660　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　統計選挙係
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33　国勢調査調査員
　各自治会・町内会から国勢調査調査員の推薦をお願いします。

（ 1）依頼内容
　・国勢調査調査員の推薦（区全体で約1,400名）
　・国勢調査周知用ポスター等の掲示

（ 2）依頼時期
　　 5年ごと 4月

（ 3）推薦時期
　　 5月

【趣旨】
　国勢調査は統計法第 5条第 2項の規定に基づき、 5年に 1度行われる我が国に住ん
でいるすべての人を対象としている大規模な統計調査です。この調査は人口・世帯の
実態を明らかにする最も基本となるもので、この調査の結果は議員定数の決定や出生
率などの人口分析等の資料に利用されています。

☎510-1660　FAX510-1889　鶴見区役所総務課　統計選挙係





青少年・スポーツ・消費生活・文化等
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34　青少年指導員
　各自治会町内会から候補者の推薦をお願いします。

（ 1）青少年指導員の任務
ア　青少年の指導と団体の育成
イ　青少年の育成にかかわる地域活動の推進
ウ　地域環境の整備と施設への協力活動
エ　青少年に関する相談と愛護活動
オ　勤労青少年の指導育成と福祉の増進

（ 2）主な活動
ア　鶴見区内公立中学校生徒交流の集い
　　レクリエーション等を通じて他校や地域間の交流会を実施します。
イ　区民まつり等への参加
　各区民まつり及びつるみ子育て・個育ちフォーラムにおいて、昔遊びコーナーで
参加しています。

ウ　社会環境実態調査
　県と市町村が協調し今後の青少年行政を進める上での基本的データ収集を目的と
し、書店やカラオケボックス等の各種店舗の営業実態を調査します。

エ　青指だよりの発行
　
（ 3）任期

　 2年　※原則、新任者は65歳未満、再任の場合は、70歳未満。

（ 4）依頼時期・方法
　改選の前年の11月下旬頃に各自治会町内会長あてに推薦を依頼します。

（ 5）推薦時期
　 2月下旬

【趣旨】
　横浜市長が委嘱する青少年指導員は、地域社会における青少年の自主的活動とその
育成組織活動を推進することにより、青少年の健全育成を図ることを目的に活動を行
っています。

☎510-1692　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　区民活動支援係
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35　スポーツ推進委員
　各自治会町内会から候補者の推薦をお願いいたします。

（ 1）スポーツ推進委員の職務
ア　スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整及び協力を行うこと。
イ　スポーツの実技の指導及び助言を行うこと。
ウ　スポーツ活動の促進のための組織の育成及び拡充を図ること。
エ　その他、スポーツの推進のための指導及び助言を行うこと。

（ 2）主な活動
ア　ボッチャ大会、ソフトボール大会
　ボッチャ大会、母と子のソフトボール大会、壮年ソフトボール大会は、鶴見区
スポーツ推進委員における伝統的な行事になっています。

イ　区民まつりへの参加
　各区民まつりに、グラウンドゴルフ体験や輪投げ、ちびっこジャンボなわとび大
会等で参加しています。

ウ　研修会
　上記ボッチャ・ソフトボール大会等の審判講習会を実施しています。

エ　つるスポの発行（ 1年間の活動をまとめた情報誌）
オ　大規模スポーツイベントへの協力
　横浜マラソンや世界トライアスロンシリーズ横浜大会等、横浜市内で開催される
大規模スポーツイベントにおいて、警備等の協力を行ないます。

（ 3）任期
　 2年　※原則、新任者は60歳未満、再任の場合は70歳未満。

（ 4）依頼時期・方法
　改選の前年の11月下旬頃に各自治会町内会長あてに推薦を依頼します。

（ 5）推薦時期
　 2月下旬

（ 6）身分
　「スポーツ基本法」並びに「横浜市スポーツ推進委員規則」に基づき横浜市長から
委嘱される非常勤公務員。

【趣旨】
　横浜市長が委嘱するスポーツ推進委員は特に活動の拠点を地域におき、地域住民と
連携し地域に根ざしたスポーツ・レクリエーション振興事業を展開していく役割を担
っています。

☎510-1692　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　区民活動支援係
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36　消費生活推進員
　各自治会・町内会から候補者の推薦をお願いします。

（ 1）消費生活推進員が行う事業
ア　自らが消費生活に関する知識を深め、主体的かつ合理的な行動の推進に関すること。
イ　消費生活に関する知識・情報の地域への普及啓発に関すること。
ウ　地域における消費生活に関する意見及び情報の収集と、行政への提供に関すること。
エ　消費生活に関する施策への協力、及び行政との連携事業。
オ　その他消費生活推進員の事業目的を達成するために必要な事業。

（ 2）具体的な活動
ア　区役所ホール展示「暮らしのヒント展」の開催
イ　区民まつりブース出展
ウ　消費生活セミナー（年 2回）
エ　消費生活推進員だよりの発行
オ　地区代表会議（年 7回）
カ　文化祭委員会議（年 4回）
キ　広報委員会議（年 3回）
ク　地区別の啓発活動

（ 3）任期
　 2年　※再任は 2回まで、合計 6年間の活動が可能です。

（ 4）依頼時期・方法
　改選の前年の11月下旬頃に各自治会町内会長あてに推薦を依頼します。

（ 5）推薦時期
　 2月下旬

（ 6）身分
「横浜市消費生活条例」に基づき市長が委嘱するボランティア

【趣旨】
　横浜市が委嘱する消費生活推進員は、地域において、消費者の主体的活動を促進し、
市民の安全で快適な消費生活の推進を図ることを目的として活動しています。

☎510-1695　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　区民活動支援係
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37　鶴見区民フェスティバル
　毎年恒例の鶴見区民 3大フェスティバルを盛り上げましょう。

（ 1）三ツ池公園（文化・環境）フェスティバル
ア　時期　 5月中旬
イ　会場　県立三ツ池公園

（ 2）鶴見川サマーフェスティバル
ア　時期　 8月下旬
イ　会場　佃野公園・鶴見川周辺

（ 3）つるみ臨海フェスティバル
ア　時期　10月中旬
イ　会場　入船公園

【趣旨】
　　鶴見区民 3大フェスティバルの実施にあたっては、各地区連合会・各自治会町内
会が中心となって実行委員会を組織し、企画運営や警備等を行っています。

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課



広報紙・班回覧等
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38　広報紙の配布
　「広報よこはま」等、各自治会町内会を通じて配布をお願いします。

（ 1）「広報よこはま」、「ヨコハマ議会だより」及び「県のたより」について
ア　配布先
　自治会町内会に加入している全世帯
　※未加入の世帯への配布もお願いします。

イ　自治会町内会にお届けする期日
　毎月末日まで。

ウ　配布時期
　各世帯へ毎月 1日から10日までに配布をお願いします。

エ　お届けする部数
　各自治会町内会からの申請部数

オ　配布謝金の支払い
　「広報よこはま」「ヨコハマ議会だより」「県のたより」を合わせ、 6か月分ずつ、
上期・下期の 2回にわけてお支払いします。
　※「ヨコハマ議会だより」のみ年 4回の発行。

【趣旨】
　神奈川県・横浜市・鶴見区の行政情報をお知らせします。

☎510-1680　FAX510-1891　鶴見区役所区政推進課　広報相談係
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39　回覧物・掲示ポスター等の配送
　回覧物の班回覧、掲示物の掲示板への掲示をお願いします。

（ 1）実施内容
　行政や関係機関等からの回覧物・掲示物等は、鶴見区自治連合会定例会（原則毎月
19日開催）で了承後、次のとおり、配送業者によりで各自治会町内会（お届けの配送
先）へ届けられます。

（ 2）配送する内容
　回覧物・ポスター・自治会町内会長あて連絡文書　など

（ 3）配送する時期
　毎月20日以降（鶴見区自治連合会定例会終了後 1週間以内）
　※ 8月の配送はありません。

（ 4）班数・掲示板数・配送先の変更について
　お届けいただいている「班数」・「掲示板数」・「配送先」について変更がある場合は
下記までご連絡をお願いします。

【趣旨】
　横浜市・鶴見区の行政情報や、地域に密着した情報を班回覧や掲示板でお知らせし
ます。

☎510-1687　FAX510-1892　鶴見区役所地域振興課　地域振興係



資　料
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自治会町内会規約（例）

○○会規約

� 制　　定　平成○年○月○日
� 最近改正　平成○年○月○日

第 1章　総則
（名称及び事務所）
第�1 条　本会は○○会（以下「本会」という。）と称し、事務所を横浜市○○区○○町○
番○号に置く。
　　「事務所を会長宅に置く。」とすることも可能です。

（区域）
第 2条　本会の区域は、横浜市○○区○○町○番○号から○番○号までの区域とする。

（会員）
第 3条　本会の会員は、第 2条に定める区域に住所を有する世帯をもって構成する。
2　本会へ入会及び退会しようとする者は、会長に届け出るものとする。
3 �　本会へ入会及び退会の届け出があったときは、正当な理由なくこれを拒んではならない。

（目的）
第�4 条　本会は、会員相互の親睦及び福祉の増進を図り、地域課題の解決等に取り組むこ
とにより、住みよい地域社会の形成に資することを目的とする。

（事業）
第 5条　本会は、第 4条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（ 1）会員相互の親睦に関すること
（ 2）清掃、美化等の環境整備に関すること
（ 3）防災、防火、交通安全に関すること
（ 4）住民相互の連絡、広報に関すること
（ 5）○○会館の維持管理に関すること
（ 6）……
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第 2章　役員

（役員の種別）
第 6条　本会に、次の役員を置く。
（ 1）会長　　　　 1名
（ 2）副会長　　　○名
（ 3）会計　　　　○名
（ 4）○○部長　　○名
（ 5）班長　　　　各班 1名
（ 6）監事　　　　○名

（役員の選任）
第 7条　会長、副会長、会計及び監事は、総会において、会員の中から選任する。
2　部長は、会員の中から、会長が委嘱する。
3　班長は、各班の会員の中から、互選により選出する。
4　監事は、会長、副会長及びその他の役員と兼ねることはできない。

（役員の職務）
第 8条　役員は、次の職務を行う。
（ 1 �）会長は、本会を代表し、会務を総括する。
（ 2 �）副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。
（ 3 �）会計は、本会の会計事務を処理する。
（ 4 �）部長は、会長の命を受けて、会務を分担する。（例：総務担当、広報担当、環境整

備担当、防犯担当、交通安全担当、福祉担当、青少年担当、会館担当等）
（ 5 �）班長は、会員との連絡調整にあたる。
（ 6 �）監事は、本会の会計事務及び業務執行について監査を行い、毎年定期総会に報告す

る。会計事務及び業務執行について不正の事実を発見したときは、総会に報告するこ
ととし、報告のために必要があると認めるときは、臨時総会の開催を請求する。

（役員の任期）
第 9条　役員の任期は、○年とする。ただし、再任を妨げない。
2　補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

　役員については、規約の中で、その設置や人数、役割などを記しておくこと
が望ましいです。（会の規模等の必要に応じて部長や班長等を設置される場合も、
規約の中で明らかにしておくことが望ましいです）
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（役員の解任）
第�10条　役員が、規約に違反したとき又は本会の名誉を傷つける行為をしたときは、総会
の議決により解任することができる。

第 3章　総会

（総会の構成）
第11条　総会は、全会員をもって構成する。

（総会の種別）
第12条　総会は、定期総会及び臨時総会とする。
2　定期総会は、毎年○月に開催する。
3 �　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、全会員の○分の 1以上から会議の目的たる事
項を示して請求があったとき及び第 8条第 1項第 6号の規定により監事から請求があっ
たときに開催する。

（総会の招集）
第13条　総会は、会長が招集する。
2 �　総会を招集するときは、会員に対し、会議の目的、内容、日時及び場所を示して、会
議の○日前までに通知しなければならない。

（総会の審議事項）
第14条　総会は、次の事項を審議し、議決する。
（ 1）事業計画及び事業報告に関する事項
（ 2）予算及び決算に関する事項
（ 3）役員の選任及び解任に関する事項
（ 4）規約の変更に関する事項
（ 5）……
（ 6）その他の重要事項

（総会の議長）
第�15条　総会の議長は、その総会に出席した会員の中から選任する。

　総会は、自治会町内会における最高の意思決定機関として、その構成や表決
権の設定、及び成立の要件や出席者、議決数、委任状の取り扱いなどについて、
会員間に疑問が生じないよう、規約で明確に定めておくことが望ましいです。
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（総会の定足数）
第�16条　総会は、全会員の 2分の 1以上の出席がなければ開催することができない。ただ
し、委任状を提出した会員は、出席者とみなすものとする。

（総会の議決）
第�17条　総会の議事は、出席した会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の
決するところによる。

（総会の議事録）
第18条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
（ 1）日時及び場所
（ 2）会員の現在数及び出席者数（委任状を提出した会員を含む）
（ 3）開催目的、審議事項及び議決事項
（ 4）議事の経過の概要及びその結果
（ 5）……
2 �　議事録には、議長及びその総会において選任された議事録署名人○名以上の署名押印
をしなければならない。

第 4章　役員会
（役員会の構成）
第19条　役員会は、役員（監事を除く）をもって構成する。

（役員会の招集）
第20条　役員会は、会長が必要と認めたときに招集する。

（役員会の審議事項）
第21条　役員会は、会長が議長となり、次の事項を審議し、議決する。
（ 1）総会に付議すべき事項
（ 2）総会において議決された事項の執行に関する事項
（ 3）……
（ 4）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項
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第 5章　会計
（経費）
第22条　本会の経費は、会費その他の収入をもってあてる。

（会費）
第23条　本会の会費は、 1世帯あたり月額○円とする。

（会計年度）
第24条　本会の会計年度は毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月31日に終わる。

第 6章　雑則
（委任）
第�25条　この規約に定めるもののほか必要な事項は、総会又は役員会の議決を経て、別に
会長が定める。

附則
　この規約は、平成○年○月○日から施行する。

〇�規約例のデータは、下記「市民局市民協働推進部のホームページ」からダウンロードで
きます。（Word形式：40KB）。

　http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/tishin/jitikai/kiyaku/
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議事録（例）

平成○○年○○自治会（町内会）総会議事録

1　日時　平成○○年○月○日　○時〜○時
2　会場○○会館
3　総会当日会員数　○○○人
4　出席者数
　　○○人（内訳　本人出席○○人、委任状提出者○○人）
5　議案
（ 1）第 1号議案　平成○○年度事業報告案
（ 2）第 2号議案　平成○○年度事業決算案
（ 3）第 3号議案　平成○○年度監査報告
（ 4）第 4号議案　役員の改選
（ 5）第 5号議案　平成○○年度事業計画案
（ 6）第 6号議案　平成○○年度事業予算案
（ 7）第 7号議案　……
6　議長の選任
　　規約第○条により、○○を議長に選任した。
7　総会成立の審査
　�　規約第○条により、総会当日会員総数○○人のうち、出席○○人、委任状○○人、合
計○○人で総会定足数を満たし総会が成立した。
8　議事録署名人の選出
　　議長の○○及び会員の○○を議事録署名人に選出した。
9　議事の審議内容
（ 1）議案内容
　　　議案内容を具体的に記載する。
（ 2）審議内容
　　　審議内容を具体的に記載する。
10　議決の状況
（ 1 �）第 1号議案の平成○○年度事業報告案については、規約第○条により、出席者○○

人のうち、賛成○○人、反対○人で可決された。
（ 2 �）第 2号議案の……

　以上の議事録は総会議事内容に相違ないことを認めます。

　　平成○○年○月○日
� 総会議長　○○　○○印
� 議事録署名人　○○　○○印
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区内のおもな公共施設・機関等

　

鶴見区役所（総合庁舎）	 鶴見中央3-20-1	 510-1818

鶴見駅西口行政サービスコーナー	 豊岡2-20	 586-0975

鶴見土木事務所	 鶴見中央3-28-1	 510-1669

横浜市役所	 中区港町1-1	 671-2121

神奈川県庁	 中区日本大通1	 210-1111

　

神奈川県税事務所	 	 321-5741	

鶴見税務署	 鶴見中央4-38-32	 521-7141

東京地方税理士会鶴見支部	 鶴見中央4-39-9	2階	 502-0780

鶴見年金事務所	 		 521-2641	

　

鶴見警察署	 鶴見中央4-33-9	 504-0110

鶴見消防署	 	 503-0119	

生麦消防出張所	 鶴見中央5-12-17	 506-0119

大黒町消防出張所	 大黒町4-67	 509-0119

末吉消防出張所	 下末吉2-1-3	 574-0119

入船消防出張所	 弁天町10-3	 505-0119

矢向消防出張所	 矢向3-30-13	 575-0119

岸谷消防出張所	 岸谷2-13-18	 583-0119

寺尾消防出張所	 北寺尾4-24-15	 584-0119

駒岡消防出張所	 駒岡2-18-8	 585-0119

鶴見水上消防出張所	 大黒ふ頭1	 504-0119

　

鶴見区休日急患診療所	 鶴見中央3-4-22	 503-3851

　

鶴見労働基準監督署	 鶴見中央2-6-18	 501-4968

　

鶴見土木事務所	 鶴見中央3-28-1	 510-1669

横浜国道事務所神奈川出張所	 神奈川区子安台1-7-10	 401-4566

京浜河川事務所鶴見出張所	 鶴見中央3-16-13	 501-3038

京浜河川事務所	 鶴見中央2-18-1	 503-4000

　

資源循環局鶴見事務所	 小野町39	 502-5383

粗大ごみ受付センター	 （一般電話から）	 0570-200-530	
	 （携帯電話、PHS､IP電話から）	330-3953

　

	 	 845-6666	

水道局お客さまサービスセンター	－	 847-6262

	 	（引っ越し･契約の変更）	 0120-99-5771	
	 （停電など）	 0120-99-5772

NTT東日本神奈川支店	 －	 （局番なし）116

東京ガスお客さまセンター	 0570-002211	
	 （ご利用になれない場合）	 948-1100

神奈川県パスポートセンター	 	 222-0022

	
	 	 222-0022	

鶴見郵便局	 鶴見中央3-22-1	（集荷･配送）504-7005	
	 （保険）504-7013

　

江ケ崎町保管場所	 江ケ崎町2	 574-1627

宝町保管場所	 神奈川区宝町2	 441-7647

　

鶴見公会堂	 豊岡町2-1フーガ1　6･7階	 583-1353

	 	 511-5711	

鶴見国際交流ラウンジ	 	 511-5311	

横浜市国際学生会館	 本町通4-171-23	 507-0121

区役所など	

税金､ 年金	

神奈川区広台太田町3-8	
（神奈川区役所内4階）

鶴見中央4-33-5	
TG鶴見ビル2・4階

警察､ 消防

鶴見中央3-20-1	
（区総合庁舎内）

医療

労働

道路、河川	

ごみ

くらし

横浜市消費生活総合センター	
（相談）

港南区上大岡西1-6-1	
ゆめおおおかオフィスタワー4・5階

東京電力	
神奈川カスタマーセンター（第1）

中区山下町2		
産業貿易センタービル2階

神奈川県パスポートセンター	
川崎支所

川崎市幸区堀川町580	
ソリッドスクエア東館2階

放置自転車保管場所

公会堂､ ホール､ ラウンジ等

鶴見区民文化センター		
サルビアホール

鶴見中央1-31-2	214	
シークレイン内

鶴見中央1-31-2	214	
シークレイン2階
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潮田地区センター	 本町通4-171-23	 511-0765

駒岡地区センター	 駒岡4-28-5	 571-0035

末吉地区センター	 上末吉2-16-16	 572-4300

寺尾地区センター	 馬場4-39-1	 584-2581

生麦地区センター	 生麦4-6-37	 504-0770

矢向地区センター	 矢向4-32-11	 573-0302

　

市場小学校コミュニティハウス	 元宮1-13-1	 574-1972

潮田公園コミュニティハウス	 向井町2-71-2	潮田公園内	511-0880

上寺尾小学校コミュニティハウス	 馬場3-21-21	 585-3770

寛政中学校コミュニティハウス	 寛政町23-1	 503-3808

新鶴見小学校コミュニティハウス	 江ケ崎町2-1	 574-1976

	 市場下町11-5	 500-6688	

鶴見中央コミュニティハウス	 	 511-5088	

	 	豊岡町38-4	 582-7590	

	 	豊岡町38-4	 582-7610	

	 東寺尾2-12	 582-9944	

　

鶴見図書館	 鶴見中央2-10-7	 502-4416

市立中央図書館	 西区老松町1	 262-0050

県立図書館	 西区紅葉ケ丘9-2	 263-5900

　

鶴見スポーツセンター	 元宮2-5-1	 584-5671

鶴見川漕
そうていじょう
艇場	 元宮2-6	 582-8680

大黒ふ頭中央緑地	 大黒ふ頭1	 501-6233

鶴見区スポーツ広場	 大黒町18-18	 （平日）510-1692	
	 （土日祝）572-2144

	 	三ツ池公園1-1	 581-0287	

	 向井町2-71-1	 501-7479	

	 弁天町3-1	 501-2343	

大黒海づり施設	 大黒ふ頭20	 506-3539

　

地域ケアプラザ〈地域包括支援センター〉	 	

潮田地域ケアプラザ	 本町通4-171-23	 507-2929

駒岡地域ケアプラザ	 駒岡4-28-5	 570-6601

	 	市場下町11-5	 504-1077	

鶴見中央地域ケアプラザ	 鶴見中央1-23-26	 508-7800

寺尾地域ケアプラザ	 東寺尾6-37-14	 585-5566

生麦地域ケアプラザ	 生麦4-6-4	 510-3411

東寺尾地域ケアプラザ	 東寺尾1-12-3	 584-0129

矢向地域ケアプラザ	 矢向4-32-11	 573-0020

馬場地域ケアプラザ	 馬場7-11-23	 576-4231

老人福祉施設

横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ	 末広町1-15-2	 521-1010

横浜市鶴寿荘	 馬場4-39-1	 584-2581

やまゆりホーム	 獅子ケ谷2-15-18	 583-1833

新鶴見ホーム	 江ケ崎町2-42	 570-5000

特別養護老人ホームしょうじゅの里鶴見	 	江ケ崎町2-1	 576-5020

新鶴見ホーム新館	 江ケ崎町2-42	 583-0800

わかたけ鶴見	 矢向1-4-20	 642-7500

障害者施設

つるみ地域活動ホーム幹	 北寺尾4-21-20	 585-9246

障害者地域活動ホームふれあいの家	 生麦4-5-37	 504-0876

障害者地域活動ホームもとみや	 元宮2-4-78	 585-3664

つるみ地域生活支援センター	 豊岡町3-4	リコービル1階	 580-5066

鶴見区精神障害者生活支援センター	 	 576-3173	

	 	 504-2700	

障害者支援施設	希望	 矢向1-14-18	 580-0078

横浜市総合リハビリテーションセンター	 港北区鳥山町1770	 473-0666

横浜市高次脳機能障害支援センター	 港北区鳥山町1770	 472-4722

横浜市総合保健医療センター	 港北区鳥山町1735	 475-0103

横浜市東部地域療育センター	 神奈川区東神奈川1-29	 441-7711

小児療育相談センター	 神奈川区西神奈川1-9-1	 321-1721

横浜市発達障害者支援センター	 	 290-8448	

地区センター

コミュニティハウス､ 地域子育て支援拠点、こどもログハウス

鶴見市場コミュニティハウス
（ゆうづる）

鶴見中央1-31-2	214		
シークレイン2階

鶴見区地域子育て支援拠点
｢わっくんひろば｣

わっくんひろば内　横浜子育て
サポートシステム鶴見区支部

白幡公園こどもログハウス
「ピッコロ」

図書館

スポーツ

県立三ツ池公園		
野球場・多目的広場

潮田公園		
野球場・テニスコート

入船公園		
野球場・テニスコート

福祉施設

鶴見市場地域ケアプラザ
（ゆうづる）

豊岡町28-4	
ハーモニーとよおか4階

中途障害者地域活動センター	
ふれんどーる鶴見

鶴見中央3-20-9		
鶴見大栄ビル1階

神奈川区鶴屋町3-35-8		
タクエー横浜西口第2ビル7階
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横浜市中央児童相談所	 南区浦舟町3-44-2	 260-6510

横浜市東部就労支援センター	 	 312-5123	

	 都筑区葛が谷2-3	 941-8383	

	 港北区鳥山町1752	 475-2001	

福祉活動拠点

鶴見区社会福祉協議会	 	 504-5619	

鶴見区福祉保健活動拠点	 	 504-5619	

　

市立旭小学校	 北寺尾4-25-1	 581-4178

市立市場小学校	 元宮1-13-1	 581-2107

市立入船小学校	 浜町1-1-1	 501-3539

市立潮田小学校	 向井町3-82-1	 501-2128

市立上末吉小学校	 上末吉5-24-1	 571-1616

市立上寺尾小学校	 馬場3-21-21	 585-2961

市立岸谷小学校	 岸谷1-6-1	 581-3301

市立駒岡小学校	 駒岡3-14-1	 581-6263

市立汐入小学校	 汐入町2-36	 501-7862

市立獅子ケ谷小学校	 獅子ケ谷1-19-1	 575-3105

市立下野谷小学校	 下野谷町2-49	 501-2312

市立下末吉小学校	 下末吉2-25-6	 581-2586

市立新鶴見小学校	 江ケ崎町2-1	 583-8915

市立末吉小学校	 上末吉1-9-1	 581-2244

市立鶴見小学校	 鶴見中央3-19-1	 521-9618

市立寺尾小学校	 東寺尾5-19-1	 581-7084

市立豊岡小学校	 豊岡町27-1	 581-3247

市立生麦小学校	 生麦4-15-1	 501-2270

市立馬場小学校	 馬場7-20-1	 571-7777

市立東台小学校	 東寺尾東台12-1	 571-0812

市立平安小学校	 平安町2-9-1	 501-4244

市立矢向小学校	 矢向3-8-1	 581-4672

私立聖ヨゼフ学園小学校	 東寺尾北台11-1	 581-8808

　

市立市場中学校	 市場下町1-1	 501-4125

市立潮田中学校	 向井町4-83	 521-3535

市立上の宮中学校	 上の宮1-26-33	 582-8801

市立寛政中学校	 寛政町23-1	 511-0666

市立末吉中学校	 下末吉6-13-1	 581-0813

市立鶴見中学校	 鶴見中央3-14-1	 501-2397

市立寺尾中学校	 北寺尾3-13-1	 571-4102

市立生麦中学校	 岸谷2-1-1	 581-3255

市立矢向中学校	 矢向1-8-24	 581-4131

	 小野町6	 511-3654	

私立橘学苑中学校	 獅子ケ谷1-10-35	 581-0063

私立聖ヨゼフ学園中学校	 東寺尾北台11-1	 581-8808

私立鶴見大学附属中学校	 鶴見2-2-1	 581-6325

　

県立鶴見高等学校	 下末吉6-2-1	 581-4692

県立鶴見総合高等学校	 平安町2-28-8	 506-1234

市立東高等学校	 馬場3-5-1	 571-0851

	 小野町6	 511-3654	

私立白鵬女子高等学校	 北寺尾4-10-13	 581-6721

私立橘学苑高等学校	 獅子ケ谷1-10-35	 581-0063

私立鶴見大学附属高等学校	 鶴見2-2-1	 581-6325

私立法政大学女子高等学校	 岸谷1-13-1	 571-4482

私立聖ヨゼフ学園高等学校	 東寺尾北台11-1	 581-8808

　

	 	鶴見2-1-3	 581-1001	

学校法人横浜商科大学	 東寺尾4-11-1	 571-3901

横浜市立大学鶴見キャンパス	 末広町1-7-29	 508-7201

　

県立鶴見養護学校	 駒岡4-40-1	 573-4787

県立鶴見養護学校分教室	 港北区岸根町370	 439-3050

	 寛政町28-2	 504-2800	

鶴見朝鮮初級学校	 小野町10	 501-4269

神奈川区西神奈川1-1-3		
アートビル4階

障害者研修保養センター		
横浜あゆみ荘

障害者スポーツ文化センター		
横浜ラポール

鶴見中央4-37-37	
リオベルデ鶴声2階

鶴見中央4-37-37	
リオベルデ鶴声2階

小学校

中学校

市立横浜サイエンスフロンティア
高等学校附属中学校

高等学校

市立横浜サイエンスフロンティア
高等学校

大学

私立鶴見大学・	
鶴見大学短期大学部

その他の学校

県立東部総合職業技術校
（かなテクカレッジ）
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